


Inst i tute for Aqua Regenerat ion

傷をつけて水に浸すと、なんと1分以内で修復する。引っ張るとピン

ク色が青色に変化する――。

これは私たちが開発した機能性材料の驚くべき機能の例ですが、こ

れらの材料はすべて“水”を原料としており、それこそが私たちの研究

のユニークな点です。材料化学では水は「溶媒」として使われるのが

一般的ですが、私たちは水を材料の「構成要素」として積極的に取り

込んでいます。材料にもよりますが、多いものでは９割以上が水から

できています。

私たちの機能性材料は、非常に簡単につくることができるのが強み

です。まず山から粘土鉱物を掘り出し、乾燥させて粉状にします。それ

に水を加えてゼリー状にし、そこにゼラチンやキチンなどの生物由来

材料を混ぜることで、新たな機能を生みだす機能性材料が完成しま

す。山から粘土鉱物を掘り出せば、あとは大がかりな設備が不要。

キッチンでもつくれるほど安全安心な材料で、低コストです。

水が主要な原料 キッチンでもつくれる

水を原料とすることのメリットは様々あります。

石油を使わず、有害な溶剤が不要で、廃棄時も安全であるため、環境

に極めてやさしいです。また、人体にやさしいことも特長のひとつです。

例えば、水と粘土鉱物と PVA（ポリビニルアルコール）でつくる機能性

材料は、非常に高い自己修復機能を持っていますので、医療用途に応

用できる可能性もあります。

水と粘土とゼラチンでつくる機能性材料は、食品としての活用も想定

しています。粘土は脂質を吸着する性質もありますので、健康維持増進

機能も期待できます。

環境にも人体にもやさしい、自然の恵みを活かした水由来の機能性材

料――実に様々な可能性が広がっています！

環境にも人体にもやさしい材料 広がる様々な可能性

水を使って、
様々な機能性材料をつくり出す
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